
＃ 令和４年度農林水産予算概算要求額は2兆6,842億円

農林水産省九州農政局 ハッシュタグ

# 令和3年9月発行

【NO.16】

「＃（ハッシュタグ）」とは、SNS等で特定のテーマについて検索して一覧表示する機能のことです。

大分県内の農林水産業の中から選りすぐった旬の話題を大分県拠点からお届けします。

大分県拠点だより

説明会の講演、パネルディスカッションはYouTubeでご覧になれます⇒

農林水産省は8月31日、総額2兆6,842

億円（対前年度比116.4％）の令和4年度農

林水産予算概算要求を財務省に提出しました。

主な要求内容は、

・水田活用の直接支払交付金 3,320億円

・みどり戦略関係新規事業 95億円

・輸出関係 188億円

などとなっています。

また、コロナ禍で需要が落ち込んでいる花

き生産等への支援、飲食事業者の事業転換へ

の支援、収入減少に対して大きな支えとなっ

ている収入保険の加入者増に備えた国庫負担

などコロナ対策も引き続き要求しています。

＃ 「みどり戦略」九州ブロック説明会を開催しました！

8月4日、農林水産本省と九州農政局各県拠点を結んだＷＥＢ会議で

「みどり戦略」九州ブロック説明会を実施しました。

説明会では、九州農政局による「みどりの食料システム戦略」に関す

る説明のあと、各分野で取り組まれているグリーン化について、3人の

有識者から講演をいただき、その後、本省担当者とのパネルディスカッ

ションを行いました。

YouTubeパネルディスカッション

に参加する永松氏

大分県拠点では新

規事業や既存事業

の拡充部分を中心

に農林水産省の考

え方を皆様へご説

明に伺います。

「令和4年度農林水産予算概算要求」については ⇒ 農林 ４ 要求

みどり 九州 説明会

概算要求重点事項9本の柱

① 生産基盤の強化と経営所得安定対策の着実な実施

② ５兆円目標の実現に向けた農林水産物・食品の輸

出力強化、食品産業の強化

③ 環境負荷軽減に資する「みどりの食料システム戦

略」の実現に向けた政策の推進

④ スマート農業、ｅＭＡＦＦ等によるデジタルトラ

ンスフォーメーション（ＤＸ）の推進

⑤ 食の安全と消費者の信頼確保

⑥ 農地の最大限の利用と人の確保・育成、農業農村

整備

⑦ 農山漁村の活性化

⑧ カーボンニュートラル実現に向けた森林・林業・

木材産業によるグリーン成長

⑨ 水産資源の適切な管理と水産業の成長産業化

当日、大分県豊後高田市で茶園経営のかたわら耕作放棄地を活用した

周年放牧に取り組んでおられる(有)冨貴茶園 永松英治氏に講演とパネ

ルディスカッションに参加いただきました。



＃ 象が棚田を救う！？

アフリカンサファリへの餌供給の取組

７月20日には、竹田市の久住高原農業高校生が、研究課

題として栽培・収穫した牧草「チモシー」をゾウに給餌し

ました。

高校生は、喜んで食べるゾウに歓声をあげたり、「試験

栽培を続けて将来、地域の畜産農家に還元できるように頑

張りたい」とTVインタビューに力強く答えていました。

【発行元】 九州農政局大分県拠点地方参事官室

【連絡先】〒870-0047 大分市中島西1-2-28 TEL 097-532-6131

★自動継続特約
・自動契約特約で保険期間開始前の加入申請書の提出が不要に！

・更新時の付加保険料が、1,000円割引※！

★インターネット申請
・農林水産省共通申請サービスを利用してご自宅のパソコンな

どから加入申請や保険金請求などの手続きが可能に！

本紙掲載の記事は大分県拠点のHPでもご覧いただけます。

＃ 収入保険の継続手続きが便利に！

インターネット申請もスタート！

大分県拠点では関係機関、生産者、事業者等に「みどり戦略」の内容をお知らせするとともに、ご

意見を伺っております。（以下は一部のご紹介です。）

＃ 「みどり戦略」について皆さんからご意見を伺っています！

「環境に配慮した農業のあり方

について考えていく時代なんだ

とあらためて認識した」

（右、川野豊後大野市長）

Webサイトで情報を公開中！

大分県 地域農政

※ 割引は併用可

しゅうほちゃんの紹介動

画もご覧ください

「スマート農業は導入する時

代から実用化の時代になる」

（左、宿利玖珠町長）

「新規就農者に対して国として

どういうサポートができるのか

現場を踏まえた政策を創ってほ

しい」

（左、中野臼杵市長）

さとうきびに群がるアジ

アゾウ

「国の支援で堆肥化に掛

かるコスト低減を行い、

有機農家のニーズに応え

たものを作ってほしい」

（増田大分県農業

法人協会会長）

8月12日、「九州アフリカ・ライオン・サファリ（株）」で耕作放棄地

などで栽培したさとうきびをアジアゾウに与えたところ、象たちは奪い合

うように食べていました。今年で2年目になるこの取り組み、今年は棚田

も含めて作付面積を増やしています。

「農薬や除草剤を使わない農業

は、野菜の評判もよく安心安全

のためにも続けていくが、一般

の消費者に理解されていないの

が悩み」

（さわ農園安部紗和子氏）

「みどり戦略」では、調達⇒生産⇒加工・流通⇒消費の各段階での行動変容と相互連携を促す環境整

備を進め、すべての皆さんが常に環境負荷軽減を意識する社会実現を目指します。

今後も皆さんのご意見をお聞かせください。


